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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第77期
第３四半期
連結累計期間

第78期
第３四半期
連結累計期間

第77期

会計期間

自2020年
　４月１日
至2020年
　12月31日

自2021年
　４月１日
至2021年
　12月31日

自2020年
　４月１日
至2021年
　３月31日

売上高 （千円） 2,377,511 2,595,430 3,230,009

経常利益又は経常損失（△） （千円） △379,518 20,723 △478,226

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △628,708 5,569 △690,253

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △344,172 △155,988 △436,896

純資産額 （千円） 2,401,146 2,144,626 2,308,421

総資産額 （千円） 4,767,064 4,477,201 4,459,648

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期(当期)純損失(△)
（円） △364.42 3.23 △400.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.4 47.9 51.8

 

回次
第77期
第３四半期
連結会計期間

第78期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自2020年
　10月１日
至2020年
　12月31日

自2021年
　10月１日
至2021年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 28.85 95.46

　 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　　　　　ておりません。

　　 　 ２　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、第３四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用

した後の指標等となっております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】
　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な
変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当社グループは2021年４月１日を効力発生日として、連結子会社である株式会社銀座山形屋トレーディング

を分割会社として、株式会社銀座山形屋トレーディング北日本・株式会社銀座山形屋トレーディング西日本を承継会

社、また日本ソーイング株式会社を分割会社として、日本ソーイング福岡株式会社・日本ソーイング東京受注セン

ター株式会社を承継会社とする会社分割(新設分割)を行っております。株式会社銀座山形屋トレーディング北日本及

び株式会社銀座山形屋トレーディング西日本については主に卸売事業セグメントに属し、日本ソーイング福岡株式会

社及び日本ソーイング東京受注センター株式会社については受託事業セグメントに属しております。

　これらの新設会社については第１四半期連結会計期間より連結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1） 財政状態及び経営成績等の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、引き続き新型コロナウィルス感染症が拡大する中で、10月に

緊急事態宣言が解除され、生産・消費両面においてやや景気の持ち直しの動きが見られました。

小売業界におきましては、インバウンド効果はほとんどなかったものの、10月以降、外食・旅行・サービス消費

などにおいて持ち直す動きが見られました

　このような環境の中、弊社のオーダーメイドスーツ販売事業も回復の動きが見られました。冠婚葬祭イベントの

再開に伴う礼服需要や秋冬物ビジネススーツ・オーダーコートの需要、夏場に延期された催事の開催など、回復し

た販売部門に対応する形で製造部門も改善の動きが見られました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は25億９千５百万円（前年同四半期比9.2％増）と

なりました。販売費及び一般管理費は経費節約に努めた結果15億１百万円（前年同四半期比7.9％減）となり経常利

益は２千万円（前年同四半期は３億７千９百万円の経常損失）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期

純利益は５百万円（前年同四半期は６億２千８百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

小売事業

　10月の緊急事態宣言解除に伴い、消費活動が活発化したことにより、売上高は14億６千８万円（前年同四半期比

9.2％増）、営業損失２千１百万円（前年同四半期営業損失２億１千万円）となりました。

卸売事業

　夏場の新型コロナウィルス感染症拡大により延期された展示会が10月以降開催されたことから、売上高６億９千

７百万円（前年同四半期比21.1％増）、営業損失６百万円（前年同四半期営業損失９千３百万円）となりました。

受託縫製事業

　消費活動の回復や新規受注先開拓により、売上高13億５千万円（前年同四半期比3.6％増）、営業損失４百万円

（前年同四半期営業損失２億８千百万円）となりました。

　財政状態は、次のとおりであります。

　当第３四半期連結会期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して１千７百万円増加し、44億７千７百万円と

なりました。

　資産の部では、流動資産が前連結会計年度末と比較して１億９千８百万円増加しました。受取手形及び売掛金が

減少した一方で、季節要因による現金及び預金の増加したこと等によるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末と比較して１億８千１百万円減少しました。主な要因は投資有価証券の時価が減少

したこと等によるものであります。

　負債の部では、前連結会計年度末と比較して１億８千１百万円増加しました。これは主に買掛金等の営業債務の

決済が銀行休業日の関係で翌四半期へずれこんだこと等によるものであります。

　純資産の部においては、主に親会社株主に帰属する四半期純利益５百万円の計上をした結果、当第３四半期連結

会計期間末の株主資本は、21億２百万円となりました。

　また、その他有価証券評価差額金は１億６千１百万円の減少でありました。
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(2）経営方針、経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略・重要な指標等について変

更はありません。

 

(3)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　　  当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　　  該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,570,600

計 3,570,600

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行
数(株)
（2021年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（2022年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,804,471 1,804,471

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 1,804,471 1,804,471 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年10月1日～

2021年12月31日
－ 1,804,471 － 2,727,560 － －
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

　　おります。

 

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 79,300 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,719,200 17,192 同上

単元未満株式 普通株式 5,971 － 同上

発行済株式総数  1,804,471 － －

総株主の議決権  － 17,192 －

　(注)１ 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式25株が含まれております。

　　　２ 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数11個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社銀座山形屋
東京都中央区湊

二丁目４番１号
79,300 － 79,300 4.39

計 － 79,300 － 79,300 4.39

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、かなで監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第77期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

　第78期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　かなで監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,304,969 1,579,304

受取手形及び売掛金 380,724 ※ 368,152

商品及び製品 147,708 106,020

仕掛品 17,540 19,846

原材料 114,618 98,993

その他 100,562 92,370

貸倒引当金 △2,079 △2,001

流動資産合計 2,064,044 2,262,687

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 121,434 128,686

その他（純額） 181,998 177,105

有形固定資産合計 303,432 305,792

無形固定資産   

その他 98,582 81,499

無形固定資産合計 98,582 81,499

投資その他の資産   

投資有価証券 1,292,987 1,132,931

敷金及び保証金 567,130 559,910

繰延税金資産 4,265 3,728

その他 138,036 139,484

貸倒引当金 △8,831 △8,831

投資その他の資産合計 1,993,589 1,827,222

固定資産合計 2,395,604 2,214,514

資産合計 4,459,648 4,477,201

負債の部   

流動負債   

買掛金 122,801 237,850

１年内返済予定の長期借入金 - 88,782

未払法人税等 8,153 15,615

ポイント引当金 42,561 -

資産除去債務 2,762 2,897

その他 485,404 576,824

流動負債合計 661,683 921,970

固定負債   

長期借入金 620,000 531,218

役員退職慰労引当金 111,934 108,411

退職給付に係る負債 506,659 526,343

資産除去債務 192,933 193,163

繰延税金負債 31,920 32,294

その他 26,095 19,175

固定負債合計 1,489,543 1,410,604

負債合計 2,151,226 2,332,575
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,727,560 2,727,560

利益剰余金 △541,043 △543,216

自己株式 △81,430 △81,495

株主資本合計 2,105,086 2,102,849

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 203,335 41,776

その他の包括利益累計額合計 203,335 41,776

純資産合計 2,308,421 2,144,626

負債純資産合計 4,459,648 4,477,201
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 2,377,511 2,595,430

売上原価 1,348,350 1,172,179

売上総利益 1,029,160 1,423,250

販売費及び一般管理費 1,630,672 1,501,543

営業損失（△） △601,511 △78,293

営業外収益   

受取利息 68 64

受取配当金 28,710 30,639

受取手数料 7,836 7,440

受取保険料 886 -

助成金収入 181,973 57,238

雑収入 7,256 8,740

営業外収益合計 226,732 104,124

営業外費用   

支払利息 1,549 3,110

修理費 790 -

業務委託費 2,400 1,961

雑損失 - 35

営業外費用合計 4,739 5,107

経常利益又は経常損失（△） △379,518 20,723

特別損失   

減損損失 165,115 -

投資有価証券評価損 7,018 -

固定資産除却損 2,589 -

事業整理損 59,023 -

店舗閉鎖損失 10,366 -

特別損失合計 244,113 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△623,632 20,723

法人税、住民税及び事業税 5,525 14,645

法人税等調整額 △449 508

法人税等合計 5,075 15,154

四半期純利益又は四半期純損失（△） △628,708 5,569

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △628,708 5,569
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △628,708 5,569

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 284,536 △161,558

その他の包括利益合計 284,536 △161,558

四半期包括利益 △344,172 △155,988

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △344,172 △155,988
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

第１四半期連結会計期間より会社分割により、株式会社銀座山形屋トレーディング北日本、株式会社銀座山形屋ト

レーディング西日本、日本ソーイング福岡株式会社、日本ソーイング東京受注センター株式会社を設立したことに伴

い、連結の範囲に含めております。

この結果、連結子会社の数は８社となりました。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用による変更点は、当社は銀座山形屋メンバーズカードによるカスタマー・ロイヤリ

ティ・プログラムを提供しており、会員の購入金額に応じてポイントを付与し、50ポイントを5,000円として利用

出来ることとしております。従来は、付与したポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額をポ

イント引当金として計上し、ポイント引当金繰入額を販売費及び一般管理費として処理しておりましたが、付与し

たポイントを履行義務として識別し、将来の失効見込み等を考慮して算定された独立販売価格を基礎として取引価

格の配分を行う方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,764千円増加し、販売費及び一般管理費は4,021千円増加

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ7,742千円増加しております。また、利益剰余

金の当期首残高は7,743千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「ポイント引当金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」として「流動負債」の「その他」に含めて表示す

ることといたしました。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益

を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の重要な会計上の見積りに記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関す

る仮定について重要な変更はありません。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設され

たグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につい

ては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39

号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規

定に基づいております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　　なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

　四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

　　（2021年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
　　（2021年12月31日）

受取手形 -　千円 5,412千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　助成金収入の主要な項目は次のとおりであります。

 

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　新型コロナウィルス感染症に係る雇用調整助成金、持続化給付金及び家賃支援給付金並びに企業振興促進条

例に基づく助成金等であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　主に新型コロナウィルス感染症に係る雇用調整助成金等であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

減価償却費 47,716千円 38,913千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

配当金支払額

　　　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

配当金支払額

　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高     

外部顧客への売上高 1,345,759 575,534 452,977 2,374,271

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 850,282 850,282

計 1,345,759 575,534 1,303,259 3,224,553

セグメント損失（△） △210,147 △93,093 △280,985 △584,226

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

    （単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △584,226

棚卸資産の調整額 1,178

全社収益(注1.) 207,716

全社費用(注2.) △226,179

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △601,511

　　　（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

 閉鎖を決定した北海道工場の資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損

失として特別損失に計上いたしました。当該影響によるセグメントごとの固定資産減損損失の計上額は、

「受託縫製事業」593千円、各報告セグメントに配分していない全社資産56,339千円であります。なお、

回収可能価額は、正味売却価額で測定し、零として算定しております。

　また、「小売事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの店舗で、今後

も収益改善の可能性が低いと判断した店舗について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失として80,377千円特別損失に計上いたしました。なお、回収可能価額は使用価値により測定して

おり、将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスであるため、回収可能価額は零として算定して

おります。

　また、「卸売事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの営業所で、今

後も収益改善の可能性が低いと判断した営業所について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として27,806千円特別損失に計上いたしました。なお、回収可能価額は使用価値により測定

しており、将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスであるため、回収可能価額は零として算定

しております。

 

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

 

　（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高     

外部顧客への売上高 1,468,909 697,009 426,271 2,592,190

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 924,096 924,096

計 1,468,909 697,009 1,350,368 3,516,286

セグメント損失（△） △21,521 △6,832 △4,646 △33,000

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

    （単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △33,000

棚卸資産の調整額 △348

全社収益(注1.) 171,984

全社費用(注2.) △216,928

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △78,293

　　　（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

 

　（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      (単位:千円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

計

オーダー紳士服 1,103,975 608,220 391,594 2,103,789 － 2,103,789
オーダー婦人服 132,225 56,687 25,192 214,105 － 214,105
既成洋品 232,709 32,100 9,484 274,293 － 274,293
その他 － － － － 3,240 3,240

顧客との契約から生じ
る収益 1,468,909 697,009 426,270 2,592,190 3,240 2,595,430

外部顧客への売上高 1,468,909 697,009 426,270 2,592,190 3,240 2,595,430

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない全社管理部門であります。

 

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失(△) △364円42銭 3円23銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に

帰属する四半期純損失金額(△)（千円）
△628,708 5,569

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係わる親会社株主に帰属する四半期純利益

又は普通株式に係わる親会社株主に帰属する四半期純

損失金額(△)（千円）

△628,708 5,569

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,725 1,725

（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

     該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2022年２月10日

株式会社銀座山形屋

 取締役会　御中  

 

 かなで監査法人  

 東京都中央区  

 

 
指　 定 　社 　員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 白井　　正  

 

 
指 　定 　 社　員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石井　宏明  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座山形

屋の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年10月1日から2021年12月31日

まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座山形屋及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

　その他の事項

会社の2021年3月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2021年2月12日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2021年6月24日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

 

以　上

 

　(注)１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　 　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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